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通告順 
議 席 2 番 奥山 雅貴 

令和2年12月  日 

時 分～  時  分1 

１．道路整備について 

 ① 知名、芦清良間のハチマキ線がでこぼこで道路を利用している町民から不満 

の声があがっているが、町としての対処は。また、工事の予定はあるか。 

② 基盤整備地区内の電柱・電線にかかる草木等の管理はどうなっているか。 

 

２．教育について 

知名町の小中高に通う生徒に不登校児童生徒は何人いるか。 

３．障がい者福祉について 

 ① 障がい者活躍推進計画の現在の状況は。 

 ② 点字教室など計画はあるのか。 

 ③ 知名町役場において、障がい者１級の方は、通常１名のところを２名雇用さ

れていると聞くがどうなのか。 

 

４．納税について 

① １日でも遅れたら延滞金が発生していますが、２期、３期、４期と早めにまとめ

て支払った場合の何らかのサービスはないのか。 

② 悪質滞納者や、何らかの都合による延滞者への取り組みは。 

５．Go To トラベルについて 

Go To トラベルで来島した旅行者が、日曜日、飲食店や工房や商店が閉まって 

いて残念だと言っています。町としてどう対処するのか。 
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通告順 
議 席 ９ 番 西 文男 

令和2年12月  日 

時 分～  時  分２ 

１．教育行政について 

 ① 本町の奨学金制度について、現在、奨学金制度を活用している生徒、また、 

特別奨学生は何人ぐらいいるのか。 

 

 ② 知名町の子ども達で、高い志を持ち、勉学に意欲のある生徒に、町独自の給 

付型奨学金制度創設はできないか。 

 

③ 児童生徒の文化やスポーツで、郡大会、県大会、全国大会への出場者への町 

の助成はどうなっているか。 

 

④ 町内では、知名ジュニアベースボールクラブ、ＴＳＣ奄美に参加し、頑張っ

ている児童生徒が多くいます。郡、県大会に出場時に町の助成は出来ないか。 

 

２．道路行政について 

① 正名北海岸線の道路が、未舗装部分があり道路が凸凹になっており、降雨時 

の通行が非常に危険である。早急に道路整備は出来ないか。 

② 正名海岸線の道路状況は、現在、海岸に向かって左側に非常に大きく高低差 

もある沈砂池があります。未舗装のため路肩が浸食されて、非常に危険であ 

る。大至急整備ができないか。 

③ 主要幹線道路の県道知名国頭線、屋子母字道路で一部側溝が傾いている箇所 

があり非常に危険である。早急に改修工事は出来ないか。 

 

３．町政全般について 

知名町の鍾乳洞は東洋一と言われています。近年、観光客も多く、また、地域

の福祉施設等の入居者も島内観光地を視察時に出口にあるトイレを利用するが、

男性トイレが和式になっているので、洋式トイレに改修ができないか。 
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通告順 
議 席 １ 番 福川 勝久 

令和2年12月  日 

時 分～  時  分３ 

１．給食費について 

  保護者の経済的負担軽減のために給食費無償化はできないか。 

 

 

 

 

 

２．シルバー人材センターについて 

 ① 農繁期、特にジャガイモ収穫期間２月から４月において、地区によって人材 

委託の希望が通る地区と、通らない地区があるのが現状です。公平性に欠け 

ているのではないか。 

 

 ② 知名町シルバー人材センターの事業実績が隣町との差がありますが、これか 

らの運営についてどう考えていますか。 

 

 

 

 

 

３．生ごみ処理機購入補助金について 

  知名町気候非常事態宣言をうけて、各家庭でも省エネルギー推進ができるよう、

家庭用生ごみ処理機購入補助を導入できないか。 
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通告順 
議席１０番 宗村 勝  

令和2年12月 日 

時  分～  時  分   ４ 

１．沖永良部空港へのジェット機が発着出来るように 

  ジェット飛行機が発着するための条件として、滑走路長が2,000ｍ必要だと言 

われております。現在の空港の滑走路延長をして、2,000ｍにすることが可能な

のか。出来ないなら他の場所に候補地を模索し、滑走路2,000ｍの空港の新設も

検討すべきではないか。ジェット化が実現すれば観光客はもちろん交流人口の増

加や農産物の輸送等で島の活性化につながる事になります。 

 和泊町と一体となって県や国に早期に要望していくべきではないか。 

 

２．道路整備について 

① 屋子母字内の町道（屋子母前当線）は、民家があり生活道路であるにもかか 

わらず未だに未舗装の道路となっています。路面が悪くなるとコーラル等で 

補修しているみたいですが、コーラルが脇の畑に流れると農地としての障害 

が予想されますので、全面舗装をして住民の通行に支障の無いように望みま 

す。 

 

② 町道（黒貫余多線）は、周囲に基盤整備の完了した農地があり通行の多い道 

路であります。その道路に接する農道は、県の農村整備課による畑灌事業等

により立派な舗装工事が施されています。是非対象路線の舗装整備を望みま

す。 

３．上水道並びに下水道の整備について  

 町内に人里離れた地に住居があるために未だに、上水道が引き込まれていない 

住宅が存在します。上水道が引き込まれていない場合、合併浄化槽設置も出来な

いと聞いております。自費で引き込むには多額の費用が発生しますので非常に困

難なことです。対象者に補助をしていただき、安全・安心の水を供給していただ

き、快適な生活を送っていただきたいと思います。 
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４．沖永良部食品リサイクルセンターの液肥利用促進について  

 沖永良部食品リサイクルセンターの液肥は、農作物の栽培に有効な実績がある 

そうです。町内にし尿の一時保管場所として、数箇所設置してあると認識してお

ります。それを利用して、大量の液肥をストックして農家の需要に対応すること

ができないか。 
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通告順 
議 席 ５ 番 窪田 仁 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   ５ 

１．農業振興について 

  本町の農業形態は、さとうきびを中心に輸送野菜・花き・葉たばこ等に肉用牛 

の生産を組み合わせた複合経営により、生産性の高い農業が展開されている。ま 

た、少子高齢化による労働力不足や新型コロナウイルスの感染拡大による経済の 

低迷と不安定により、農業経営も危惧されています。 

 両町で約660億円（国営事業：350億円、県営事業：310億円程度）1497ha 

（平成19年度～令和3年度の15ヶ年間）の工事が完了します。国営の地下ダムの

水利用により高収益が見込める園芸作物の施設化を早急に、今まで以上に推進す

る必要があります。 

 

① パイプハウス導入で町単独事業の５年間実績はどうか。 

② 国・県の事業（国60％、県16．6％）に町の補助上乗せはできないか。 

 

 

２．第三知名東部地区基盤整備の換地清算について 

 令和2年10月30日に土地改良事業換地清算の報告がありました。 

換地清算とは、土地改良事業（基盤整備）で定められた換地の不均衡を是正する

ために金銭で清算するもの。平成21年議会の指摘により換地清算事務を開始した

とのことです。 

 

① 換地清算で、町から地権者に支払う予算はどうなっているのか。 

② 支払率が０％ですが、地権者に価格の通知書はいつ頃発送できるのか。 

③ 地元説明会は、いつできるのか。 
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３．町文化財の格上げと補修について 

 各文化財や史跡の価値を格上げする事により、貴重な文化財の評価が上がりま

す。また、他の文化財や遺跡と連動を図り、歴史的遺産や観光資源としても有効

活用ができると思います。各文化財や史跡を補修し、次世代に歴史文化を普及継

承ができます。 

① 町指定文化財の屋者琉球式墳墓を県指定の文化財に格上げはできないか。 

② 貴重な亀の甲羅型・切り妻型の屋根・墳墓周りの修復はできないか。 

４．町道の整備・補修について 

① 知名新城線の白線、フローラルハイツから大山自衛隊の基地までの白線が消

えかかっている為に、大雨や濃霧時に道が見えにくいので補修はできないか。 

② 下平川平川線のアスファルト舗装の経年劣化が見られるが、舗装の修繕を早 

急にできないか。 
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－ 10 － 



通告順 
議 席 ３ 番 城村 誠 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   ６ 

１．フローラルホテルの運営について 

① Ｇo Ｔo キャンペーンによる経営の回復具合はどうなのか。 

② 忘年会・新年会の時期だが、町として人数制限・自粛要請等を考えているの 

か。 

③ 町職員・各課の忘年会等は、町飲食店も大いに期待しているが、何か指示が 

出ているのか。 

２．新型コロナウイルス感染症について 

 ① 以前より全国的に感染症のデータも上がってきているようだが、町の対策に

変化があるのか。 

② 島内でのクラスター発生時に軽症者隔離施設を今準備しておくべきではない

か。 

③ 全国に先駆けて手話積極活用による飛沫感染対策を行ってみるべきではない

か。そのための資格者育成も必要なのではないか。 

３．反社会的勢力に対する町の対策は 

 ① 町の「反社会的勢力」の定義は明確であるか。 

② コロナによる売上げ減少により資金難に陥っている経営者が見受けられる 

が、闇金融等反社から町民を守る対策を考えなければいけないのではないか。 

 

４．大山神社の鳥居設置について 

 ① 大山の自然崇拝から設置された神社で永年守り抜かなければならないが、町

民の認識度があまりにも低い。周知徹底のためにも鳥居を設置するべきでは

ないか。 

② 有志からの提供設置であれば政教分離に抵触しないのではないか。 
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通告順 
議 席12番 外山 利章 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   7 

１．畜産振興について 

 ① 家畜市場における子牛の取引価格の変動が大きく、畜産農家は今後の生産に

不安を抱えている。安定的な取引に向け、購買者の需要調査や他市場の動向

など今後に向けた情報収集・分析は行われているか。 

 ② ここ数年、飼養頭数、取引頭数は現状維持となっているが、今後飼養農家の

高齢化により農家数、飼育頭数が減少することが懸念されている。取引頭数

の確保に向け、既存の事業、基金は十分に活用されているか。また実情に合

った運用がなされているか。 

③ 農家の生産意欲の喚起に繋がるような町独自の畜産振興策を打ち出すべきと

考えるがどうか。 

 

 

 

 

２．教育の魅力化について  

① 教育の魅力化による地域活性化に向け、「高校魅力化プロジェクト」の導入に

取り組むべきと考えるが町の方針は。 

② 高校の魅力化には沖永良部高校、地元自治体、そして地域の連携が必要と思

われるが、今後どのように連携を進めていくのか。 

③ 地域と学校の連携・協働を進める「地域学校協働活動」の推進とその運用体

制の整備が中央教育審議会において提言されている。地域全体で未来を担う

子供達を支える取り組みとして重要だと考えるが本町における取り組みは行

われているか。 
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通告順 
議 席 ６ 番 川畑 光男 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   ８ 

１．町道整備、学校周辺の安全対策について 

① 知名新城線から宗岡組プラント、沖永良部農業開発組合現場事務所間の道路

において、10cm～15cm ぐらいの数十箇所の凸凹があり車が走行も困難な

場所もあります。長期にわたり改修工事がされていないのが原因だと思いま

す。今後の改修計画はどうなっているか。 

② 小米古里線において交通量が多い中、芦清良～屋者間の中央線が消えている

ため危険である。早急な中央線の復旧はできないか。 

 ③ 知名小学校西側正門、図書館側において、子供たちの横断が多いため横断歩

道の設置はできないか。 

④ フローラルホテルから小米に抜ける海岸線において、街灯が腐食して点かな

い状態になっている。改修の計画はあるのか。 

 

２．新型コロナウイルス対策学生臨時支援事業について 

  知名町は、「新型コロナウイルス対策学生臨時支援事業」において対象者に対し

ての支援方法、支援者対象人数、対象者全員に支援金は支給済みか。 

 

 

３．小中学校教科書のデジタル化について 

  令和３年度からの小中学校のデジタル化について、今後、小中学校の児童生徒への

指導はいつ頃からどのような方法で取り組むのか。 
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通告順 
議 席 ８ 番 根釜 昭一郎 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   ９ 

１．町政全般について 

  今年は、皆様ご存じのとおり、コロナに始まりコロナで終わりそうな状況です。

本町でも国・県の施策に伴う支援策や独自の助成事業や対策が講じられてきまし

た。しかしながら、未だ抜本的解決の糸口にも辿り着けていない現状であると認

識します。また、ＩＣＴ化に向けての準備期間としては、絶好の機会だと思いま

す。様々な課題がある中でいくつか質問致します。 

 

 ① 今年度内に計画している助成事業は全て完了しているのか。未執行事業は、

年度内に執行出来るのか。 

 

② 教育行政で、コロナに対してあまりにも過敏な対応の為、学校と地域の連携

に支障をきたしているように感じられるが、コロナ禍の続く中で打開策はど

のように考えるか。 

 

③ 本町では、幸いなことにクラスター案件は発生していないが、発生した場合

どのような対応を予定しているのか。 

ア．医療機関の場合 

イ．農業関連の場合 

ウ．学校関連の場合 

エ．役場関連の場合 

 

 ④ コロナ禍の中で、今後ますます情報発信の有益性を感じているが、本町の情

報発信の現状はどうなっているのか。 
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通告順 
議 席11番 今井 吉男 

令和2年１２月 日 

時  分～  時  分   10 

１．役場新庁舎建設の進捗状況について 

 ① 役場新庁舎建設は、当初計画のスケジュール通り、令和２年度中に基本設計

から実施設計、工事発注・着工まで出来るのか。 

 ② 新庁舎建設計画では、総事業費12億円で、財源は庁舎建設基金と市町村役場

機能緊急保全事業債を活用するようですが、11月末現在の庁舎建設基金残高

は、4億6,000万円で、残りの７億4,000万円は、市町村役場機能緊急保全

事業債の活用が可能なのか。 

③ 国は、令和２年度末に期限を迎える防災・減災国土強靱化に関し、令和３年

度から令和７年度までの５年間延長、事業規模12兆円程度とする方向で調整

に入るようですが、新庁舎建設では、より有利な起債を活用すべきでは。 

④ 新型コロナ禍で、町内経済が低迷する中、町内業者育成の観点から、工事発

注にあたっては、新庁舎本体工事と、電気や設備等の工事は切り離し、分離

発注すべきではないか。 

２．広域事務組合の負担金見直しについて 

 ① 沖永良部与論地区広域事務組合の予算総額（令和２年度は４億9,300万円）

の約80％を占める人件費（約3億9,500万円）は、採用町負担に見直しをす

べきではないか。 

消防職員数（令和２年４月現在） 

  和泊町 知名町 与論町 

規定職員数 １４名 １４名 １３名 

令和２年４月現 

在の職員数 
１８名 １０名 １３名 

規定の職員数 

との差 
＋４名 －４名 ０ 

令和３年度採 

用内定者数 

１名 

（知名町採用枠）
０ ０ 
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② 沖永良部衛生管理組合の負担金はクリーンセンターへのゴミ搬出量に応じて

算出する方式に見直しをすべきでは。 

 過去10年間のクリーンセンターへのゴミ搬出量（沖永良部衛生管理組合資料） 

  Ｒ元年度 Ｈ30 年度 Ｈ29 年度 Ｈ28 年度 Ｈ27 年度

和泊町 
（t） 2,143  2,174  2,030  2,015  2,022  

（%） 53.6 53.2 52.8 52.6 53.7 

知名町 
（t） 1,855  1,914  1,817  1,819  1,743  

（%） 46.4 46.8 47.2 47.4 46.3 

和泊町との差 （t） -288  -260  -213  -196  -279  

  Ｈ26 年度 Ｈ25 年度 Ｈ24 年度 Ｈ23 年度 Ｈ22 年度

和泊町 
（t） 2,005  2,095  2,128  2,023  1,949  

（%） 53.5 53.6 54.0 52.4 49.9 

知名町 
（t） 1,746  1,814  1,816  1,835  1,957  

（%） 46.5 46.4 46.0 47.6 50.1 

和泊町との差 （t） -259  -281  -312  -188  +8 

 ③ クリーンセンターのゴミ焼却施設は、平成14年度の供用開始から19年が経

過、令和元年度から令和6年度の６年間で補修工事が計画されています。ゴミ

減量化による焼却施設の延命化及び脱炭素社会の実現に向けた取り組みをす

べきでは。 

 ④ 現在、火葬場の２号炉（事業費1億356万円）の改築工事が実施されています。

改築工事に合わせ竿津字方面から火葬場入口への道路の急カーブ補正はできな

いか。 

３．「知名町誌」続編（仮称）の進捗状況について 

  現存する「知名町誌」は、昭和57年3月25日で町の記録が終わっています。元

号は昭和から平成、令和へと移り変わり、昭和57年4月以降、38年間の町の記録

が途切れていますので、早期に町誌の編纂に取り掛かるべきではないか。 

 

 

－ ２０ － 


